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京都教育大学　創基１５０周年記念
教育創生リージョナルセンター機構総合教育臨床センター

学びサポート室シンポジウム

集団適応の難しい子どもと学級経営
‐チーム担任制を視点として‐

SCAN HERE
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主催　京都教育大学教育創生リージョナルセンター機構
　　　総合教育臨床センター学びサポート室
後援　京都府教育委員会・京都市教育委員会

詳細はウラ面
をご覧ください

「集団適応の難しい子どもたちの
　　　　　　　　　　理解と対応」

申込方法

受付開始 12:30

参加費無料
定員200名

事前申込制
対面開催　

「多様性の包摂という視点からの学級担任」
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所

テーマに関心のある方
ならどなたでも
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象
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藤森キャンパス
共通講義棟 大講義室２

相澤雅文
京都教育大学 総合教育臨床センター長 教授

冨田有統 氏 兵庫県稲美町立加古小学校教諭

「クラスのことはみんなのこと
  　    - チームで支える学級経営への転換 -」

深見智一 氏 北海道教育大学釧路校准教授

「チームで子どもを支えるという選択
　　　 -小規模校のチーム担任制の可能性 -」

三浦清孝 氏 京都市教育委員会首席指導主事

進行：門下祐子 　京都教育大学 総合教育臨床センター 講師
相澤雅文 　　　　三浦清孝 氏
深見智一 氏　　　 冨田有統 氏

パ
ネ
ル

　本シンポジウムでは、集団適応に困難さを示す子どもと学級経営をキーワ
ードとしながら、「チーム担任制」への移行のあり方、「チーム担任制」が児
童生徒及び教職員、保護者等に及ぼす効果、課題、そして特別支援教育との
関連等について、ご参加いただいた皆さんと一緒に考えます。

申込期日  2/25　



参加を希望される方は、二次元コード又は下記ＵＲＬよりお申し込みください。
　申込UＲＬ： https://forms.gle/pcJwjDxy64zeokGW8
パネルディスカッションで取り上げてほしい「チーム担任制」に関する
質問も受け付けております。

申込期日は2026年2月25日 (水 ) 17:00です。
申込は先着順とし、定員に達した場合は申込受付を終了します。　　　

参加費は無料です。教職員、学生、保護者、医療、保健、福祉、就労関係者など
テーマに関心のある方であればどなたでもお越しください。

天候不順等による開催の可否につきましては、本学ＨＰ「公開講座が休講となる場合 *」
の基準を適用して判断します。開催中止が見込まれる場合は、お申し込み時にご入力い
ただいたメールアドレス宛にお知らせいたします。
（* https://www.kyokyo-u.ac.jp/event/koukaikouza/kyuukou.html ）

参加申込時に取得した個人情報は、本イベントの運営に関して必要がある場合のみ
利用します。同意を得ずに、個人情報を第三者に提供することはありません。

アクセス
　　京都教育大学　藤森キャンパス
　　〒611－8522　
　　京都市伏見区深草藤森町１番地

　　・JR奈良線　JR藤森駅　徒歩約３分
　　・京阪本線　  墨染駅　 　徒歩約７分
　　公共交通機関をご利用いただき、
　　お車でのお越しはご遠慮ください。

　※対面での開催を予定していますが、
　　状況等により開催方法を変更する可能性があります。
　　その場合は、申し込み時にご入力いただいた
　　メールアドレス宛へご案内いたします。
　

京都教育大学　学術研究支援課研究支援グループ
　TEL: 075-644-8302　（9:00 ～ 12:30、13:30 ～ 17:00）　※土日祝を除く
　Mail: manasapo@kyokyo-u.ac.jp

京都教育大学　総合教育臨床センター　学びサポート室シンポジウム
『集団適応の難しい子どもと学級経営　 -チーム担任制を視点として -』

申込方法および注意事項

イベントについて

お問い合わせ先

本シンポジウムには、京都市においてチーム担任制を推進されており、『チーム担任制のはじめかた』
（教育開発研究所）を著していらっしゃる三浦清孝氏（京都市教育委員会首席指導主事）。小規模校
という、教職員数もリソースも限られた環境においてのチーム担任制のあり方を研究されている、
深見智一氏（北海道教育大学釧路校准教授）。そして実際に学級担任制からチーム担任制への移行
を経験されている冨田有統氏（兵庫県稲美町立加古小学校教諭）をお招きしています。


